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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　To　promote　experimental　and　analytical　studies　on　unsteady　phenomena　observed　in　the

field　of　Fluid　Engineering，　a　high－speed　data　collecting　and　analyzing　system　was　installed　in　the

K．1．T．　Hydraulic　Laboratory　in　February，1981．　The　system　is　constructed　using　a　general－

purpose　computer　with　a　measurement　interface　control　unit　as　a　terminal　device．　As　was

expected，　it　has　been　operating　effectively　since　then．

　　The　main　features　of　the　present　system　are　as　follows：

　1．Sixteen　analog　data　can　be　sampled　simultaneously．

　2．The　data　collection　speed　is　up　to　105　data　per　second．

　3．FORTRAN　is　usable　to　make　sampling　Program．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイプのAD変換機を用いてデータ収集を行い，その後

1・まえがき　　　　　　　　紙テープ，磁気テープを介して計算機処理する方式，マ

　ラボラトリオートメーションのあり方については活発　　　イクロコンピュータないしミニコンピュータで収集・前

な議論がなされている9’2｝利用形態，経費，技術レベル等　　　処理したデータを上位の汎用計算機に送って高度の処理

の様々な要求に基づいて最適なシステムが定まるであろ　　　を行うハイアラキーシステム等の方式が，従来採用され

うから，研究機関の実験に限った場合でも，この問題は　　　てきた。しかしながらこれらのシステムには次のような

単純に結論づけられない。しかしながら，計算機をいか　　　問題点がある。前者では後処理を別の計算機に依頼する

にうまく利用するかが最も重要な点であろう。　　　　　　　ため実験の適・不適が判るまでかなりの時間を要するご

　研究室で扱われる計測データの処理において，データ　　　と。後者ではデータ収集とその後の処理が異なったクラ

の収集，解析と表示で十分な場合も多いが，結果の評価，　　　スの計算機で行われるため2つのオペレーティングシス

報告および保存・検索まで取扱えることが期待される。　　　テム（OS）を取扱う必要があること，また二重投資とな

これらのデータ処理システムとしては，スタンドアロン　　　ることである。
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　以上の問題を解決する方式として，データ収集部を管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．導入したシステムの構成と特徴
理する計測制御装置を汎用計算機に直結し，統一された

OSの下で一連のデータ処理を実行するシステムが望ま　　　　3．1．ハードウエアの構成

れる。種々，調査検討した結果，このようなシステムの　　　導入したシステムのハードウエア構成図を図一1に，装

採用が可能な時期に至ったと判断されたので，本学流体　　　置の外観を図一2，図一3に示す。本体はFACOM　M－130F

工学研究室では，昭和56年2月，上述のシステムからな　　　計算機システム（3）で，このチャンネル装置（BMC：

るデータ高速処理解析装置を導入した。この装置の使用　　　Block　Multiplexer　Channel）に実験系と計算機システ

により，流体の非定常現象を実験的に解明する際に要求　　　ムとのインターフェースである計測制御装置（MICU：

される実験能率および結果の信頼性を向上させることを　　　Measurement　Interface　Control　Unit）が直結されている。

目指したわけである。その後の使用実績で有用性が十分　　　　MICUはAD変換機能，　DA変換機能とディジタル入

確認されたので本装置の概要を報告する。　　　　　　　　　出力，外部割込みによる計測器制御機能とを有している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AD変換の前段にはサンプル・ホールド回路とローパス
　2．基本構想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィルタが全チャンネルに装備されている。

　新しいシステムの導入に当っては次の項目を必要条件　　　　本体系の諸元を付表一Aに，MICUの諸元を付表一Bに

として取り上げた。　　　　　　　　　　　　　　　　　示す。

（1）汎用性のある流体計測が可能なように少なくとも　　　　3．2．ソフトウエアの構成

　16チャンネルのアナログ入力点数，100kHzのサンプ　　　　本システムのOSはFACOM　OSIV／X8（4）である。OS

　リング能力がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　は制御プログラムと処理プログラムから成るが，現在イ

（2）アナログ入力の前段にローパスフィルタ，サンプ　　　ンストールが完了している処理プログラムの構成を図

　．ル・ホールド回路を置く。　　　　　　　　　　　　　　－4に示す。各プログラムの概要は付表一C～Eに示され

（3）データ収集条件に自由度が多い。　　　　　　　　　　　　る。この内，主として実験計測に関連するものを次に示

（4）計測器制御の能力を有する。　　　　　　　　　　　　す。

（5）10mV～10　Vの範囲をカバーする入力信号レベル　　　（1）MICP－B（5）（Measurement　Interface　Control

　である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Package）

：6）収集データを解析するに充分な高速度演算装置と，　　　　　計測制御装置を動作させるサブルーチンパッケージ

　大容量の主記憶装置を有する。　　　　　　　　　　　　　　でありFORTRANプログラムから呼出してAD変

（7）収集したデータの処理過程で必要となる補助記憶装　　　　換やフィルタの制御等を行う。

　置を有する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）AXEL（6）（An　Extensible　Engineers　Language）

（8）作表やグラフ化等，分析途中の経過や結果を外部に　　　　　収集した実験データの解析を支援する会話型システ

　表示する装置を有する。　　　　　　　　　　　　　　　　ム。グラフィックディスプレイからコマンドを投入す

（9）他のデータ処理システム（例えば大型計算機）との　　　　ることで，実験データの分析処理，図形処理等を行う。

　互換のため，プログラムやデータが媒体変換できる装　　　（3）SSL　II（Scientific　Subroutine　Library　II）

　置を持っ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行列，固有値・固有ベクトル，非線型計算，極値問

（1》　上記の処理を会話的に制御する手段を持っ。　　　　　　　題，補間・近似，変換，数値微積分，微分・積分方程

（ID　データ収集用のソフトウエアパッケージを有する。　　　　式，特殊関数，擬似乱数，その他から成る科学技術向

02）データ収集の制御がプログラマブルであり，その記　　　　き数値計算ライブラリ。

　述が高水準言語で行える。　　　　　　　　　　　　　　　（4）T－GSP（Graphic　Subroutine　Package　for　TSS）

03）収集データを解析・表示するアプリケーションプロ　　　　　グラフィックディスプレイ装置にTSS配下で作画

　グラムが完備している。　　　　　　　　　　　　　　　　するためのサブルーチンパッケージ。

q4）処理後のデータの保存・管理のソフトウエアツール　　　（5）PSP（Plotter　Subroutine　Package）

　が有る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XYプロッタ装置に作図するためのサブルーチン

⑮　今後の拡張要求に対応できるシステムである。　　　　　　　パッケージ。
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SVP　　　　　　　　　　　　　　CPU　　　　　　　　　　　　　　MSU

　　　Mc　　　　　　G－DSP
DKU
135MB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DKU
AO　：Analoque　Output　　　　　　　　　135M8
Aエ　：Analogue　Input
BMC　　：Block　Multiplexer　Channel
CPU　：Centra1　Processinq　Unit
CSL　　：Console　Display　Unit
C－DSP：Character　Display　Uniヒ
D工　　　：Diqital　Inpuヒ

DKU　　：Disk　Unit
DO　　　：Digital　Out二put二

FA－II　：File　Adapter　Ir
FDU　　：Floppy　Disk　Uniヒ
FIL　　：Filter
G－DSP：Graphic　Display　Unit
ICP工：工nヒegraヒed　Co㎜unication　Conヒrol　Processor　I
IRT　　：工nterrupt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MTA　　：Maqnetic　Tape　Adapter
LP　　　：Line　Printer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MTU　　：Maqnetic　Tape　Unitニ

ト℃　：MuR正℃ontroller　　　　　　　　　SH－：Sample　and・HOld
MICU　：Measurement　Interface　Conヒrol　Uniヒ　　SVP　　：Survice　Processor
MSU　　：Main　Sヒoraqe　Unit　　　　　　　　　　　　　　　　　　XYP　　：XY　P！ott二er

図一1　ハードウェァ構成図

　本システムのOSは汎用計算機を制御して高度で複雑　　　　　　　　　　　　　　　　’窯鰍一’　　，、

な動作をするが，その操作についてはエンドユーザ向け　　　懇i．．　　　、　　　　　　　　　　　繍　　癬誕

のツールが用意されている。またシステム管理者が運用　　　　　縷　　　∵　ぽ　　　　　　　　，　　　惑

鑑ぽプ・グラムを作成しや一を゜S騨醗，騨1驚：

　3．3．特　徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ、　　　頴　・、・　、，　藏　　が、

　本システムの特徴は汎用計算機で直接実験データを収　　　　　　　　　　　　　　　，，ぶ　　㌦　　’sバ

集し鋼一のシステムで分析を行うことにある・汎用機　⇒1　㌧’　，圏盟螺

の採用による利点として以下のLと力考えられる。　　　　　．　　．．　　　　、　　　　　　　　煮§　　・

（1）導入後，本格的利用への立上がりが早い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一2　本体系
（2）過去関発され使用実績が十分な信頼度の高いソフト

　ウエアを利用できる。

（3）ソフトウエアの互換性がすぐれているので，開発し　　　螺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　たプログラムが有効に使われ，蓄積できる。　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　、　灘竃

（4）画面エディタ・会話型デバッガ等の開発支援ツー・レ @だ㌻1恥三’“　　翻
　が整備されているのでプログラム開発の能率化が図ら　　　　　　已、・－　　　　　　　　　　　　　1，無

（5）れ

F8言蹴綱で論理的メモリ空間を16メガ巴鎌騰課難越’

　バイトまで使え，高度な処理のための大きなプログラ　　　　　　　“　ぶ㌧還難

願㌧会言舌型リモートバ。チー形態、響ぷ㍗　　圏
　を有効に利用することでシステム全体としての利用効

　率が上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一3　MICUとグラフィックディスプレイ装置
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処理プログラム

言語処理プログラム　　　　　　　　　　　　サービスプログラム
アプリケーション
vログラム ユーザプログラム

FORTRAN
FORTRAN77

ソートノマージ AXEL
シス戸ムー～．ア　イ　リ　r　イ

TAFT
FAST リとケージエデイタ／ローダ GRACEIV
PI／1 LIBE OSP

ALGOL SSL／SSLH

COBOL PSP

PSL

MULVA〆X

BASIC T－．GSP ALAS
アセンブラ MICP－B

SL／100 IPF．

KST

PDL／PDA

図一4　処理プログラム構成図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例えばFORTRAN言語を使って作成した後，研究者は
　4．使用実績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験にとりかかることになる。センサを含む測定系の調

　本システムは昭和56年2月の導入以来，流体工学研究　　　整並びに検定後，実験装置を予定していた運転条件に合

室における各種の実験計測および解析に活用されてい　　　わせる。次にMICUのパネルでそのプログラム番号を指

る。その例を表一1に示すが，いずれも非定常な流体の運　　　定してデータ処理装置を起動させ，データを集録する。

動を測定対象としている。これらの実験の概念図を図一5

に，ピトープローブを用いた変動流の測定における実験

手順の例を図一6に示す。データ収集・解析プログラムを　　　　　　　　　START

実験装置孝 MICU 夢；ム

繒Wデータ

鶉㍑

　心　　♂

?ﾋ

k〉操作

一→データの流れ 入出力装置

図一5　実験概念図

表一1　本システムが利用された研究

衝撃的に回転を開始する円柱回りの流れの解析

水車用吸出し管内の旋回流と水圧脈動に関する研究（7）

遠心型ポンプの始動・停止時の過渡性能に関する研究

斜流ポンプの内部流動状態の解析（8）

多孔ピトープローブの性能・特性の研究（9）

START

Calibration　七es七

Data　check
@　一

NO
OK？

@　YES

Set：Operating
@　　　　　　point

Probe：traverse

leasuremenヒ ／

Data　check
Analysis

NO

NO
Ou七put

　OK？

@　　　YES

einish？

@　　　YES

@　／ STOP

図一6　実験手順の例
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集録結果は必要に応じてグラフィックディスプレイ装置　　　り，この方式による実験データの収集・分析が充分有用

に表示して，その妥当性をチェックして次の実験条件の　　　であることが確認された。これは表一2のALAS（稼動分

測定に移る。データ収集完了後，より高度な処理のステッ　　　析プログラム）で分析した使用状況にも示される。

プに入る。この処理途中もしくは終了後，実験データは　　　　しかしながら，データ収集条件の自由度の多さから生

表やグラフの形でラインプリンタ装置やプロッタ装置に　　　ずるパラメータ設定の煩雑さ，MICUがバッチ処理ジョ

出力される。データの保存が必要な場合には磁気ディス　　　ブ下でのみ動作するように設計されている点，MICUの

ク装置，フロッピィディスク装置，磁気テープ装置に転　　　動作試験法等に問題点があり，今後の改善，プログラム

送して後の処理に備え得る。　　　　　　　　　　　　　　開発が図られねばならない。

　使用実績によれば，当初構想した機能・性能が出てお

表2　稼動状況（昭和57年4～9月）：次ページへ続く

＊＊＊　　ト40NTHLY　OPERATION　ANAしYSIS　REPORT　《　1　）　　＊＊＊

USER　NA岡E　●●・　　KIT

EDITION　　．．．　ε40
PεRIOD　　　　●●・　　82　APR　－　82　SEP

＊一●一●’●●一●一一●一■一一’●一●一●●●＊一一一一一一一●一●一●一一一＊一●一一一一一一●一一一●一＊一‘一●■●一一一●●●一一＊

‘　　　　　ITEH　　　　　　　　　　　　　　I　　TOTAL　OR　AV6　1　　　　82　　APR　　　l　　　　82　　HAY　　　l

＊一一一一一●一●●●●一●一一●一一●一●●一一◆●●●●●一●●一一●一●●一◆●一●●一●●一●●一●●一◆●一一一●一一一一一一一一一＋

O　LOGGING　PERIOD　　　　　　　　1　　　2070H47H53S　l　　　299H20H47S　l　　　284H44鳩　4S　」
1　εXE（二UTε　HODE　TIHε　　　　　　1　　　　739H17岡　5S　l　　　130H26H34S　I　　　　71H20H39S　l
l　IDLE　TI柄E　　　　　　　　　　　　　　O　　　1224H56M43S　！　　　149H52柄29S　I　　　201H47岡18……　‖
1　EXEC●　岡ODE　RAITO　《％⊃　　　1　　　　　　　　　35●7　1　　　　　　　　43・6　1　　　　　　　　25・1　‘

l　PROCεSSING　TIHE　　　　　　　　l　　　　845H51H10S　I　　　149H28H18S　O　　　　82H56岡46S　l
l　PRO（ε5SING　RATIO　《㍑》　　　1　　　　　　　　　40・8　1　　　　　　　　49●9　‘　　　　　　　　29●1　‘

＊一●一●●一一一●●一’一●一●●一●一一一●●◆一一●’一●●一●●●一●一●◆●一●一一●●一●一一一●●◆●一一一一一一●●一■●一゜◆

l　JOB　EXECU了10刈　TIHE　　　　　⑪　　　902H　3岡44S　l　　　160H20H58S　l　　　　80H35鳩52S　‖
1　同EHORY　RESIDENT　TIHE　　　I　　　　811H52H37S　‘　　　154H48H38S　8　　　　77H16H58S　l
l　UAIτ　TI｝・弓E　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　90Hl1H　7S　l　　　　　5H32H20S　⑪　　　　　3r｛18鳩54S　l

lUAITTH〆JO8εXεCT博“）1　　　　　10．01　　　　　3．51　　　　　4．11
1　F～OしL　OUT　TIHE　　　　　　　　　l　　　　　34H31M49S　⑪　　　　OH　9H26S　l　　　　　OH　O岡　OS　l
I　ROLL　OUT　RATIO　《㍑）　　　　　1　　　　　　　　　38●3　1　　　　　　　　　2●8　1　　　　　　　　　0●O　l

l　CPU　TI門E　　　　　　　　　　　　　l　　　429H40H46S　I　　102H12柄　7S　I　　　51H12岡42S　‘
＊●●■一●●一ロー●●・・■一●●●●●●一一一●◇一●一一一●●・・●●●●一●一◆●●●一一一●一’●一●一●◆●一一●一●一一一一●●●一◆

‘　MξH　RESIDENT　CONCUR　　　 l　　　　　　　　　1・1　｛　　　　　　　　1・2　1　　　　　　　　1・1　1
1　AVG　JOB　CONCURRENCY　　　　‘　　　　　　　　　　1●2　1　　　　　　　　　1●2　1　　　　　　　　　1●1　I

l　LOG　PRD　JO8　CONCURRENCYI　　　　　　　　　　O●白　1　　　　　　　　　0・5　｝　　　　　　　　　0●3　1
＊一一一一●一一●一一●●一一一●●●●一一●一一◆一一一一一一●一●一●●●一●◆●一一一●●●●●一●一●一＋一●●一●●一●●●●一一●＋

l　JO8　CPU　LOADING　　　　　　　％1　　　　　　　　　47・6　1　　　　　　　　　63・7　1　　　　　　　　63．5　1

1　LOG　PRD　CPU　LOADING　　　㍑1　　　　　　　　　20●7　1　　　　　　　　34・1　1　　　　　　　　18・O　l

‖　EXEC　HODE　CPU　LOADING　駕0　　　　　　　　　58●1　1　　　　　　　　　78●4　1　　　　　　　　71●8　1
＊一一一一一●●●一●●●●●一一●一一●●●一●◆●●●一●●●●●●●●●一一◆●一●●●●一●●●●●●●＋●●一●一一●●一一●●一■◆

1　NO●　OF　JOBS　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　3，899　1　　　　　　　　　598　1　　　　　　　　　283　1

ザNO・　OF　JO8　ST£PS　　　　　　　I　　　　　　　　10’161　1　　　　　　　　1，406　1　　　　　　　　　　689　1

1　」OB　SτEPS　NORHAL　END　　　l　　　　　　　　　8’983　1　　　　　　　　1，289　1　　　　　　　　　　606　1

1　JO8　SτEPS　ABNORHAL　END　8　　　　　　　　1，178　1　　　　　　　　　117　⑪　　　　　　　　　　83　1

1　NO・　OF　PAGE●INS　　　　　　　　l　　　　　　784’752　8　　　　　　22，543　1　　　　　　　9，943　1
1　PAGE●IN　，　刈E岡　TIHE　　　　　l　　　　　　　　　　　O■3　1　　　　　　　　　　0・0　1　　　　　　　　　　0・0　1

1　0AGE－IN　ME～！　TIHE　　　　　　　l　　　　770H14W36S　l　　　151H25H54～　1　　　　89H14叫26S　‘
l　CHANNEL　ACCESSES　　　　　　　l　　　　　4’403’414　1　　　　　　584，710　1　　　　　　333，484　1

＊一●一一一一一一一一一一一●一●一●●一一●一一◇一一一゜●一●一一一一一゜°一＋●一一●一一一一●一●●一一◆■一一一一一一一●°一゜一゜＋

8　AVG　NO●　OF　JOB　STEPS　　　l　　　　　　　　　2・6　1　　　　　　　　2・4　1　　　　　　　　2・4　⑪
l　AVG　JOB　EXECUTION　TI岡E　l　　　　　　　13岡52S　1　　　　　　16柄　5S　｝　　　　　　17W　5S　l
⑪　AVG　MEUORY　RESIDεNT　TH　8　　　　　　　　4、447S　I　　　　　　　6H36S　l　　　　　　　6へ¶43S　l
I　AVG　」！AIT　TI卜｛ε　　　　　　　　　1　　　　　　　　0P431S　l　　　　　　　OH14S　⑪　　　　　　　0ト417S　I

g　AVG　ROLL　OUT　TIHE　　　　　　l　　　　　　345ト418S　I　　　　　　　gH26S　l　　　　　　　O同　OS　I
8　AVG　NO．　OF　PへGE－INS　　　 6　　　　　　　　　110　1　　　　　　　　　51　1　　　　　　　　　21　1
r　AVG　REGIりN　　SIZE　（Kヒ3》　　1　　　　　　　　　370　1　　　　　　　　237　1　　　　　　　　400　6
1　AVG　CHANNEL　ACCESSES　　　l　　　　　　　　　　433　1　　　　　　　　　415　1　　　　　　　　　484　1
＊一一一●一一一’●●一●●●一一●●●●一一一一◇一一●●一一一●一一一一一一一◆一一一●一一一一一一一一’一＋一●●●一一一一一一●●●●＋

l　NO・　OF　CARD　　　　　　　　　　　l　　　　　　203，078　1　　　　　　49，443　1　　　　　　　9，625　1

1　NO　CF　r）U「rPUT　LIST　oAGESI　　　　　　　21，δ76　1　　　　　　　3，564　⑪　　　　　　　1’792　1

‖　NO　OF　OUTPUT　LINE　⊂OUNTI　　　　　　698，717　↓　　　　　122，001　’　　　　　　57’750　1
1　AVG　NO　OF　⑲UTPUT　LINε　　1　　　　　　　　　　　31　1　　　　　　　　　　34　1　　　　　　　　　　32　1
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　5．まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参考文献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）釜三夫，ラボラトリオートメーションの現状と趨勢，情報処理，

　本学流体工学研究室に設置されたデータ高速処理解析　　　　　　　　V°L慨Nα10（1978）

装置を使用した結果をまとめると次の通りである．　（2）計獅㌶荒i㌘よ蒜；一シヨ糎計測と

（1）汎用計算機を中核としたデータ高速処理解析装置の　　　（3）富士通，FACOM　M－130Fハードウエア解説書，63HS－1130

　有用性が確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　（4）富士通・FACOM　OSIV／X8解訊65SG－1000

（2）高級言語を使って計測・漸ブ・グラムを作成でき（5）富士プア G：響、漂M7°91計㈱装置（MICU）使用手

　るので，データ収集，結果の整理の能率と信頼度が大　　　（6）平井・岡崎・他2，会話型データ解析システムAXEL　FUJL

　幅に向上した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　TSU　Vol3L　Nα3（1980｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）Nlshi，　M．，　et　al．，“Flow　Regimes　ln　an　Elbow－Type　Draft
（3）実験結果の高度の分析が同一の計算機の同一のソフ　　　　　　　Tube∴proc　IAHR　Symposium　VoL　2　Amsterdam

　ト体系下で行われるので，研究者は，計算機技術に対　　　　　　　　1982．

　する負担が大幅に軽減され，本来の対象に集中できる　　　（8）Matsunaga：S”“Th「ee－Dimensional　Flow　Measu「ements　in　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dlagonal　Flow　Pump，”Proc．　IAHR　Symposiu耽Vol．

　ようになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，Amsterdam　1982

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g）松永成徳ほか4名，吸出し管円すい部断面内の非対称旋回流の計

　終りに，本システムの導入に当り御協力いただいた関　　　　　　測日機講論集・Nα82G3（昭和5㍗3）・

係諸氏に深く感謝します。

表2　：続き

1　　　　　IrEド　　　　　　　　　　　　　　1　　　　序2　　JUN　　　I　　　82　　JUL　　　I　　　　82　　AUG　　　l　　　　δ2　　～EP　　　l

＊■一一一一゜一゜一一一゜一一一一一一一一一一一一◆一一゜一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一一◆一●一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一●＊

l　LOGGING　PヒRIOD　　　　　　　　l　　　33∨H～6岡57S　‖　　　359H16∨46S　l　　　352H28h59～　1　　　435H30岡20S　I
g　ExECリTE　》40DE　TIト4ε　　　　　　1　　　126H33H50S　‘　　　136H40M365　‘　　　137H34H29S　I　　　136H40判57S　I
l　IDLヒ　1「1ト1E　　　　　　　　　　　　　l　　　191H42」440S　！　　　196H31H47S　I　　　206H　IH52S　l　　　279h　O刈57＞　I
l　EXEC．　賜ODE　RAITO　‘，‘）　　　1　　　　　　　　37．3　1　　　　　　　　38・0　｛　　　　　　　　39・O　l　　　　　　　　31・4　1

1　0Rう〔⊆SSING　TIME　　　　　　　 6　　　147Hも4H17S　l　　　162H44門59S　l　　　146H2アH　7～　1　　　156H29岡43b　l
O　PROCEsSING　RATIO　（1‘》　　　1　　　　　　　　43・5　1　　　　　　　　45●3　‘　　　　　　　　41●5　1　　　　　　　　　35●9　1

エユー一一一一一一一一一一一一一一一一一◆一゜一一一一゜°一一゜一一◆一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一一＊

l　JO弓　EXE（二UTION　TIHヒ　　　　　1　　　143H　3H46S　I　　　152H48門11S　l　　　153H50H　8S　l　　　211r424H‘95　‖
1　へ4ヒ岡ORY　RESIDENT　TIHE　　　　l　　　122H34H41S　 ⑪　　　129トt43ト434S　 l　　　146H28ト447S　‘　　　161r4　0岡　OS　I
l　wAIT　TIト1E　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　20H29H　5S　1　　　　23H　4H37S　I　　　　　7H21H21S　1　　　　30H24坤も9S　」

l　UA！T　TH／JO3　EXEC　T「　《％，1　　　　　　　　14●3　1　　　　　　　　15●1　⑪　　　　　　　　　4●8　1　　　　　　　　14・4　1

1　ROLL　OUT　TIHE　　　　　　　　　I　　　l1H51H10S　‖　　　　OH　OH　OS　⑪　　　　1H55H42S　O　　　　20H35鳩305　1
1　ROしL　OUT　RATIO　《，‘，　　　　　1　　　　　　　　57●9　1　　　　　　　　　0・O　l　　　　　　　　26．2　9　　　　　　　　67・7　1

1　⊂PU　TiME　　　　　　　　　　　　　　⑪　　　　76H15H　7S　l　　　　64ト｛23岡10S　I　　　　79H37H46S　O　　　　55H59岡54S　l
＊一一一一一●一●一一●●●●一一●一一一一●●一◆一一゜一一一一゜一一一一一一◆一一一一・一一一●●一●一一◆一一一一一一一一一一一一●一◆一一一一一一一一一’一一一●＊

1　門Er　RESIDENT　CONCJR　　　　I　　　　　　　　　1・O　I　　　　　　　　　O・9　1　　　　　　　　　1・1　0　　　　　　　　　1吟3　1

1　AVG　JOB　CONCURREN⊂Y　　　　I　　　　　　　　　1．1　1　　　　　　　　　1・1　8　　　　　　　　　1・1　⑪　　　　　　　　　1・5　」

I　LOG　PRD　JO弓　CONCURRENCY‘　　　　　　　　　0・4　1　　　　　　　　　0・4　1　　　　　　　　　0●4　1　　　　　　　　　0・5　｛

＊一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’一一＋一一一一一一一－一一一一一一◇一一一一一一一一一一一●●一◆一一一一一一一一一一一一一一◆一●●●一一●一一一一一一●欲

⑪　JOら　⊂PU　LOADING　　　　　　完⑪　　　　　　　　53・3　1　　　　　　　　42・1　1　　　　　　　　51．8　1　　　　　　　　26・5　1

1　しOG　PF～D　CPU　しOADING　　　駕‘　　　　　　　　22・5　⑪　　　　　　　　17●9　1　　　　　　　　22●6　⑪　　　　　　　　12・9　1

1　EXE⊂　HODE　CPU　LOADING　零1　　　　　　　　60・2　1　　　　　　　　47．：L　l　　　　　　　　57．9　1　　　　　　　　41．0　‖

＊一●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一●一◆一一一一一一一一一一一一◆一一一一一●一一一一一一一＋一一一一一一一一一一一一一＊

l　NO・　OF　JOBS　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　427　1　　　　　　　1，065　⑪　　　　　　　　　678　！　　　　　　　　　848　‘

1　NO・　OF　JOB　STEPS　　　　　　　l　　　　　　　　　　984　1　　　　　　　　3，104　1　　　　　　　　2，048　｛　　　　　　　　1，930　｛

l　JO3　STEPS　NORHAL　END　　　I　　　　　　　　　769　1　　　　　　　2，790　1　　　　　　　1，918　1　　　　　　　1，611　1
’　JOB　S丁EPS　ABNORHAL　END　↓　　　　　　　　　215　⑪　　　　　　　　　］i】．4　1　　　　　　　　　130　1　　　　　　　　　319　1

‘　NO－　OF　PAGE－INS　　　　　　　O　　　　　　20，680　⑪　　　　　　38，555　1　　　　　　69，373　｝　　　　　623，658　1
1　PAGE－IN　ノ　岡Eh4　†1岡E　　　　　‘　　　　　　　　　0●0　1　　　　　　　　　0・1　1　　　　　　　　　0●2　1　　　　　　　　　1・O　l

l　PAGE●IN　ME呵　丁1HE　　　　　　　l　　　118H53ト440S　1　　　115H36同　OS　l　　　118H　6H35S　1　　　176H5d岡　OS　l
I　CH4Nへ」EL　ACCESSES　　　　　　　6　　　　　　701，859　1　　　　1，161，Z99　1　　　　　　782，415　⑪　　　　　　839，647　1

＊一一一一一゜一一一一一一一一一一一一一一一一㊨一◆一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一◇一一一一一一一一一一一一一一☆

l　AVG　NO●　OF　JOB　STEPS　　　l　　　　　　　　2・3　8　　　　　　　　2・9　1　　　　　　　　3・0　⑪　　　　　　　　2・3　’

I　AVG　JOg　EXECUT！ON　TI岡ε　6　　　　　　20岡　6S　l　　　　　　　8H36S　l　　　　　　13H36S　1　　　　　　14N！57S　l
‘　AVG　岡E同ORY　RESIDENT　Tト¶　1　　　　　　　7ト428S　l　　　　　　2M30S　O　　　　　　　4H17S　9　　　　　　　5ト437S　1

9　AVG　冒AIT　TIHE　　　　　　　　l　　　　　　IH14S　‘　　　　　　OH26S　6　　　　　　0H12S　l　　　　　　OW56S　I
‘　AVG　ROLL　OUr　TIト4E　　　　　 I　　　　　711ト410S　1　　　　　　　0図　OS　l　　　　　　57H51S　l　　　　　617河45S　I

⑪　AVG　NO・　OF　Pへ6ε一INS　　　 l　　　　　　　　　28　1　　　　　　　　　19　1　　　　　　　　　47　｝　　　　　　　　454　」
I　AVG　qEGION　　SIZE：　《KB》　　1　　　　　　　　　538　1　　　　　　　　354　1　　　　　　　　　408　1　　　　　　　　　356　j

l　AVG　CHANNEL　AC（：ESSES　　　l　　　　　　　　　713　1　　　　　　　　　3ア4　1　　　　　　　　　382　1　　　　　　　　　435　1
＊一一一一一゜一一一一一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一一一一一一＋一●一一’一一一一一一一一＊

l　NO・　OF　CARD　　　　　　　　　　 I　　　　　　14，410　1　　　　　　47，024　1　　　　　　32，907　‘　　　　　　49，669　1
1　NO　OF　OUTPUT　LlST　PAGESI　　　　　　　3，580　1　　　　　　　5，038　1　　　　　　　　2，578　⑪　　　　　　　　5，324　1
1　NO　OF　OUTPUT　LINE　COUNTI　　　　　　139，404　1　　　　　　133，523　’1　　　　　　　60，394　1　　　　　　185，639　」
l　AVG　NO　OF　OU†PUτ　LINE　　l　　　　　　　　　38　⑪　　　　　　　　　26　1　　　　　　　　　23　9　　　　　　　　　34　1
＊一一一゜一一一一一一一一一一●一一一一一一一一一亭゜一一一●一一一一一一一一＊一一一●一一一一一一一一一一☆一一一一一一●一●一一一一☆●一一一一一一一一一一一一一＊



付表A本体系の諸元
装　　置　　名 諸　　　　　　　　　元

中　央　処　理　装　置 命令数

激Wスタ　汎用

@　　　　制御

@　　　　浮動小数

189

P6（32ビット）

P6（32ビット）

S（64ビット）

主　　記　　憶　　装　　置 記憶容量

f　　子
Gラーチェック

2メガバイト
lOS－LSI（64　K）

Pビットエラー自動訂正

Qビットエラー自動検査

チ　ャ　ン　ネ　ル装置 接続台数

ﾅ大転送速度

4台
R　（メガバイト／秒）

磁気ディスク装置
@　　　　　　　（×2台）

記憶容量

fータ転送速度

ｽ均ポジショニング時間

ｽ均回転待時間

135メガバイト

W85（キロバイト／秒）

Q7　ms
P0．1ms

磁気テープ装置1 記録密度
fータ転送速度

ﾅ大リール

1600rpi

S3．2（キロバイト／秒）

P200フィート

磁気テープ装置2 記録密度
fータ転送速度

ﾅ大リール

1600／800rpi

S3．2／21．6（キロバイト／秒）

P200フィート

キャラクタディスプレイ装

u
画面サイズ

¥示容量

¥示字種

t属品

14インチ

P920字（80字×24行）

P28（英文字，数字，カナ，記号）

宴Cトペン

グラフィックディスプレイ

葡u
画面サイズ

¥示色
¥示容量
¥示字種
ﾀ標点数

�恣x
t属品

14インチ

V色

P920字（80字×24行）

P28字（英文字，数字，カナ，記号）

P024×1024

T12×512

宴Cトペン

Wョイスティック

ラインプリンタ装置 印字方式
�囁ｬ度

噤@　種
�嚮?

活字ベルト式バックプリント方式

R60（行／分）

ﾅ大　1000（行／分）

P09　（英字，数字，カナ，記号）

P36桁

XYプロッタ装置 分解能
vロット速度（XY方向）
@　　　　　（上下方向）

L録ペン

L録紙（プロット幅）

@　　（長　さ）

0．1（mm／ステップ）

P000（ステップ／秒）

R0（回／秒）

{ールペン
Q本（2色）

Q70mm
R5m
香[ル紙

フロッピィディスク装置 処理速度（読取り）

@　　　（書込み）

�]速度
g用媒体（トラック数）

@　　　（フォーマット）

@　　　（記録密度）

@　　　（記録面）
@　　　（記録容量）

625（レコード／分）

T84（レコード／分）

R60rpm
V7トラック

Pセクタ＝・128，256，1024バイト

P密度／倍密度

ﾐ面／両面
ﾅ大1．2メガバイト
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付表B　MICU諸元

機　　　　　能 諸 元

ア　ナ　ロ　グ入力 入力チャンネル数 16チャンネル
（AD変換）

入力形式 差動入力

データ形式 2バイト形（符号＋11ビット）

1バイト形（符号＋7ビット）

入力レンジ ±1．28V，±2．56V

±5．12V，±10．24V

入力インピーダンス 電源ON時　10MΩ以上

電源OFF時　400』2以上

入力バイアス 0～±10．24V，5mVステップ

サンプリング周期 最短　10μ秒×チャンネル数

内部／外部クロック　　　　　　　　　　　　　　　　／

サンプリングの開始停止 ソフトウェア指定又は外部アナログ又は外

部ディジタル信号

同時サンプルホールド チャンネル数 16チャンネル

プログラマブル 点　　数 16点

フ　ィ　ルタ
入力レンジ ±80mV～10．24V，±20．48V

フィルタ特性 バターワース型，－48dB／OCT

100Hz～1．5KHz（100Hz単位）

1KHz～15　KHz（1KHz単位）

ア　ナ　ロ　グ出力 出力チャンネル数 2チャンネル
（DA変換）

データ形式 2バイト（符号＋11ビット）

出カレンジ 0～±10．24V

外部トリガ入力 点　　数 1点（アナログ又はディジタル信号）

外部サンプリング入力 点　　数 1点

計測器制御信号 ディジタル出力 32点

ディジタル入力 32点（接点，TTL，電圧，選択可）

割込み入力 8点（接点，TTL，電圧，選択可）
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付表C　言語処理プログラム　　　　　　　　　　　　　　付表E　サービスプログラム

プログラム名 概　　　　　　　要

FORTRAN
iGE／HE）

FORTRAN　Wコンパイラ。GEはデバツ

O機能が強化されており会話型デバッグ

@能がある。HEは最適化に関する機能

ｪ強化されている。

FORTRAN77 ANS　FORTRAN77規格準拠。会話型デ

oッグ機能が使える。

FAST リエントラント構造になっており1ジョ

uステップで複数のプログラムをコンパ

Cルできる教育用言語。言語仕様は

gE／GEと同等。

PL／1 PL／1コンパイラ

ALGOL JIS　ALGOL　5060に準拠

COBOL JIS　COBOL（1972）に準拠。会話型デバ

cグ機能がある。

BASIC ダートマス大学Basic仕様のBASICイン

^プリタ

アセンブラ IBM　OS／VS・VM／370アセンブラに準拠

SL／100 アセンブラ言語に手続（代入文，IF文

cO文，　GOTO文等）が追加されたシス

eム記述言語

名　　称 概　　　　　　　要

ソート／マージ 分類，併合プログラム

リンケージエ

fィタ／ローダ
各言語の出力したオブジェクトモジュー

汲�牛√ﾒ集して実行可能なロードモジ

?[ルを作成する。

システムユテ
Bリティ

データファイルのサポート用ユティリティ

LIBE ライブラリエディタ

SSL／SSL　II 科学技術計算用サブルーチンライブラリ

PSP XYプロッタ装置に図形を出力するサブ

求[チンパッケージ

T－GSP TSS下でグラフィックディスプレイに

?謔ｳせるサブルーチンパッケージ

MICP・B MICUを動作させるためのサブルーチン

pツケージ

IPF 会話型入出力プログラムパッケージ

PDF ディスプレイ向きプログラム開発支援シ

Xテム

KST XYプロッタ装置，グラフィックディス

vレイ装置に漢字を出力するためのスト

香[クテーブル

PDL／PDA システムの効率の測定のためのデータ収

Wと分析プログラム

付表D　アプリケーションプ回グラム

名　　称 概　　　　　　　要

AXEL 実験データを解析する会話型データ解析

x援システム

TAFT ラングムに変動する時系列データのスペ

Nトル分析やシステム解析を行うクロー

Y型のシステム

OSP オープン型の統計プログラムパッケージ

GRACE　N グラフィックディスプレイ等を使用した
�沍ｳ・三次元図形処理プログラムパッ

Pージ

PSL プロッタ用のサブルーチンライブラリ

MULVA／X 互いに相関のある多変量データの解析プ

鴻Oラム

ALAS システム稼動状況分析プログラム


